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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月24日(2010.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の単セルと、これら単セル間に配置された相互接続部材とを備える固体酸化物燃料
電池であって、
　各単セルが、
　　ｉ）酸素ガス源と流体連通する第１電極、
　　ｉｉ）燃料ガス源と流体連通する第２電極、および
　　ｉｉｉ）前記第１電極と前記第２電極との間に介在する固体電解質、
　を有しており、
　前記相互接続部材が、各単セルの前記第１電極と接触する第１面と、各単セルの前記第
２電極と接触する第２面とを有し、かつ、ストロンチウムチタネートおよびマグネシウム
チタネートで構成されるグループから選択される、ドープされたＭ－チタネート系のペロ
ブスカイト型化合物から実質的に構成されている、固体酸化物燃料電池。
【請求項２】
　請求項１において、各単セルが、さらに、前記酸素ガス源および前記第１電極と流体連
通する第１ガス流路と、前記燃料ガス源および前記第２電極と流体連通する第２ガス流路
とを有する固体酸化物燃料電池。
【請求項３】
　請求項２において、前記第１電極の少なくとも一部が前記第１ガス流路を形成し、前記
第２電極の少なくとも一部が前記第２ガス流路を形成している固体酸化物燃料電池。
【請求項４】
　請求項１において、前記第１電極および前記第２電極がそれぞれ多孔質である固体酸化
物燃料電池。
【請求項５】
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　請求項１において、前記Ｍ－チタネート系のペロブスカイト型化合物がストロンチウム
チタネートである固体酸化物燃料電池。
【請求項６】
　請求項５において、前記相互接続部材が、ｎドープされたストロンチウムチタネートを
含む固体酸化物燃料電池。
【請求項７】
　請求項６において、前記相互接続部材が、Ｌａ，Ｙ，Ｎｂ，Ｍｎ，Ｖ，Ｃｒ，Ｗ，Ｍｏ
およびＳｉで構成されるグループから選択される少なくとも１種のドーパントがドープさ
れたストロンチウムチタネートを含む固体酸化物燃料電池。
【請求項８】
　請求項１において、前記固体電解質が、ＺｒＯ２系材料、ＣｅＯ２系材料およびランタ
ニドガレート系材料で構成されるグループから選択される少なくとも１つの材料を含む固
体酸化物燃料電池。
【請求項９】
　請求項１において、前記第１電極がランタンマンガネート系材料を含む固体酸化物燃料
電池。
【請求項１０】
　請求項１において、前記第２電極がニッケルサーメットを含む固体酸化物燃料電池。
【請求項１１】
　請求項１において、前記複数の単セルのうち少なくとも１つにおける前記第１電極の厚
さおよび前記第２電極の厚さが、それぞれ約１ｍｍ～約２ｍｍである固体酸化物燃料電池
。
【請求項１２】
　請求項１１において、前記相互接続部材の厚さが約１０μｍ～約１０００μｍである固
体酸化物燃料電池。
【請求項１３】
　請求項１２において、前記相互接続部材の厚さが約１０μｍ～約２００μｍである固体
酸化物燃料電池。
【請求項１４】
　請求項１３において、前記相互接続部材の厚さが約５０μｍ～約２００μｍである固体
酸化物燃料電池。
【請求項１５】
　請求項１において、前記単セルが互いに直列に接続されている固体酸化物燃料電池。
【請求項１６】
　複数の単セルを備える固体酸化物燃料電池を形成する方法であって、
　前記単セルの各々を相互接続部材を介して接続する工程を含み、
　前記単セルの各々は、
　　ｉ）酸素ガス源と流体連通する第１電極、
　　ｉｉ）燃料ガス源と流体連通する第２電極、および
　　ｉｉｉ）前記第１電極と前記第２電極との間に介在する固体電解質、
　を含み、
　前記相互接続部材が、ストロンチウムチタネートおよびマグネシウムチタネートで構成
されるグループから選択される、Ｍ－チタネート系のペロブスカイト型化合物から実質的
に構成されており、かつ、各単セルの前記第１電極と接触する第１面と、各単セルの前記
第２電極と接触する第２面とを有する、固体酸化物燃料電池形成方法。
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